
【
５
月
】

７
日
（
日
）
滋
賀
・
憲
法
の
つ
ど
い
（
大

津
市
）

８
日
（
月
）
大
津
市
内
私
立
保
育
園
で
14

年
７
月
、
当
時
４
歳
の
男
児
が
昼

寝
中
、
嘔
吐
物
を
の
ど
に
詰
ま
ら

せ
死
亡
し
て
い
た
。

８
日
（
月
）
教
職
員
の
超
過
勤
務
縮
減
に

向
け
て
話
し
合
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
会
合
。

９
日
（
火
）
知
事
、
県
教
委
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
対
応
通
知
に
つ
い
て
、
表
現

や
配
布
方
法
に
「
検
討
す
べ
き
点

が
あ
っ
た
」
と
述
べ
た
。

９
日
（
火
）
県
教
委
、
来
年
度
か
ら
県
立

高
等
養
護
学
校
の
普
通
科
を
「
し

ご
と
総
合
科
」
に
改
編
す
る
と
発

表
。
学
校
ご
と
に
家
政
、
農
業
、

工
業
、
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉

の
中
か
ら
一
つ
以
上
を
選
択
。

10
日
（
水
）
滋
賀
労
働
局
発
表
、
県
内
高

校
を
今
春
卒
業
し
た
生
徒
の
就
職

内
定
率
は
98
・
５
％
で
（
０
・
５

ポ
イ
ン
ト
上
昇
）
、
求
人
数
は
11
・

４
％
増
加
、
求
人
倍
率
も
１
・
65

倍
と
８
年
ぶ
り
に
１
・
６
倍
を
超

え
た
。

12
日
（
金
）
県
教
委
、
県
立
伊
吹
高
校
に

な
り
す
ま
し
た
偽
装
メ
ー
ル
が
不

特
定
多
数
に
送
信
さ
れ
て
い
た
と

発
表
。
被
害
は
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。

23
日
（
火
）
大
津
市
教
委
、
学
校
規
模
の

見
直
し
議
論
に
関
す
る
２
度
目
の

住
民
説
明
会
を
始
め
る
。
今
回
は

見
直
し
対
象
学
区
だ
け
で
な
く
全

学
区
に
。

26
日
（
金
）
県
教
委
の
男
性
職
員
が
県
立

学
校
の
男
性
校
長
か
ら
懇
親
会
の

席
上
、
大
声
で
叱
責
さ
れ
土
下
座

し
、
そ
の
後
出
勤
で
き
ず
に
休
職
、

昨
年
度
末
で
退
職
し
た
件
で
、
県

教
委
は
該
当
校
長
に
一
度
も
事
実

確
認
を
し
て
い
な
か
っ
た
。

28
日
（
日
）
第
８
回
ひ
こ
ね
ピ
ー
ス
フ
ェ

ス
タ
（
県
立
大
）

29
日
（
月
）
県
教
委
が
外
部
有
識
者
な
ど

で
構
成
し
た
「
働
き
方
改
革
推
進

会
議
」
初
会
合
。

【
６
月
】

２
日
（
金
）
県
教
委
、
17
年
３
月
末
時
点

の
県
内
高
校
卒
業
者
の
就
職
決
定

状
況
を
発
表
。
決
定
率
は
97
・
２

％
（
１
・
０
ポ
イ
ン
ト
増
）
で
、

全
国
平
均
は
98
・
０
％
。

３
日
（
土
）
滋
賀
民
研
第
30
回
総
会
（
大

津
市
）

９
日
（
金
）
県
教
委
、
18
年
度
県
立
中
学
・

高
校
の
入
学
者
選
抜
要
項
を
発
表
。

高
校
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸

術
推
薦
選
抜
を
新
た
に
全
日
制
５

校
で
導
入
し
18
校
に
。
県
立
３
中

学
で
は
、
従
来
抽
選
で
決
め
て
い

た
入
学
者
枠
を
廃
止
す
る
。

14
日
（
水
）
16
年
度
に
県
や
市
町
が
児
童

虐
待
と
認
定
し
て
対
応
し
た
子
ど

も
の
数
が
６
０
６
２
人
と
な
り
過

去
最
高
（
39
人
増
）
に
。
実
母
か

ら
が
６
割
を
超
え
、
年
令
別
で
は

小
学
生
が
全
体
の
37
・
６
％
を
占

め
た
。

16
日
（
金
）
県
内
の
中
学
・
高
校
の
少
な

く
と
も
25
校
が
、
部
活
動
の
移
動

に
無
許
可
の
有
料
バ
ス
（
白
バ
ス
）

を
使
っ
て
い
た
事
が
分
か
っ
た
。

20
日
（
火
）
中
学
・
高
校
の
運
動
部
顧
問

ら
の
体
罰
防
止
研
修
会
に
お
い
て
、

09
年
練
習
中
の
事
故
で
死
亡
し
た

秦
荘
中
柔
道
部
員
の
母
親
の
講
演

を
、
県
教
委
が
拒
否
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。

23
日
（
金
）
県
立
伊
吹
高
校
で
、
障
害
の

あ
る
一
年
女
子
生
徒
の
た
め
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
早
期
設
置
を
求
め
る

声
が
地
元
で
高
ま
る
な
か
、
知
事

は
「
た
だ
ち
に
実
施
は
困
難
」
と
。

県
立
学
校
48
校
中
13
校
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
あ
る
。

24
日
（
土
）
教
員
の
長
時
間
労
働
が
社
会

問
題
化
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

全
19
市
町
の
教
委
が
、
通
年
で
勤

務
時
間
調
査
に
乗
り
出
す
。
こ
れ

ま
で
小
・
中
学
校
の
実
態
は
不
明
。

28
日
（
水
）
県
教
委
、
学
校
外
部
の
人
材

が
中
学
・
高
校
で
部
活
動
の
指
導
・

引
率
が
で
き
る
「
部
活
動
指
導
員
」

の
導
入
を
検
討
。

29
日
（
木
）
大
津
市
教
委
、
学
校
で
の
い

じ
め
重
大
事
態
の
調
査
報
告
書
を
、

表
現
上
の
配
慮
を
し
、
被
害
者
側

の
同
意
を
得
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
公
開
す
る
方
針
を
決
め
た
。

（
丹
部
）

安
倍
首
相
が
道
徳
の
教
科
書
に
登
場
？
！

福
島
は
完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

る
と
世
界
に
向
け
て
う
そ
を
言
い
、
お
友

だ
ち
で
あ
る
籠
池
氏
を
無
下
に
見
下
し
遠

ざ
け
、
支
持
率
の
高
さ
に
酔
い
誠
実
に
事

実
に
向
き
合
わ
ず
、
逆
に
お
ご
り
高
ぶ
り

恫
喝
め
い
た
言
動
を
繰
り
返
し
、
自
分
を

忖
度
し
て
く
れ
て
い
る
周
囲
の
人
た
ち
へ

の
気
遣
い
さ
え
も
で
き
な
い
・
・
・
、
子

ど
も
た
ち
に
こ
ん
な
に
わ
か
り
や
す
い
道

徳
と
い
う
「
学
習
」
の
生
き
た
教
材
は
今
、

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｙ
・
Ｋ
）
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私
は
先
日
（
？
）
65
歳
で
教
員
を
退
職

し
ま
し
た
。
そ
の
後
「
こ
れ
か
ら
ど
う
す

る
か
？
」
に
つ
い
て
ず
っ
と
考
え
て
き
ま

し
た
。
退
職
後
の
人
生
は
単
な
る
付
け
足

し
の
人
生
で
は
な
く
、
次
の
人
生
だ
と
考

え
て
き
ま
し
た
。
何
か
意
味
の
あ
る
こ
と

が
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
22
歳
で
理
科
の
教
員
に
な
り
、
そ

の
後
、
水
口
高
校
・
守
山
高
校
・
守
山
北

高
校
・
大
津
商
業
高
校
・
堅
田
高
校
と
勤

め
ま
し
た
。
膳
所
高
校
や
石
山
高
校
に
は

希
望
を
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
で
は

な
い
子
た
ち
と
一
緒
に
考
え
行
動
し
よ
う

と
考
え
た
か
ら
で
す
。
堅
田
高
校
を
退
職

す
る
と
き
、
常
勤
講
師
と
非
常
勤
講
師
の

話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
け
じ
め
が
つ
か
な

い
と
思
い
断
り
ま
し
た
。
「
こ
れ
か
ら
ど

う
す
る
か
？
」
が
見
通
せ
な
か
っ
た
か
ら

で
す
。

こ
う
し
て
67
歳
の
今
考
え
て
い
る
こ
と

は
大
き
く
言
っ
て
次
の
2
つ
で
す
。
ま
ず

一
つ
目
は
趣
味
が
高
じ
た
化
石
や
地
層
の

調
査
に
関
し
て
、
意
味
の
あ
る
も
の
に
ま

と
め
上
げ
る
こ
と
で
す
。
守
山
高
校
時
代

以
降
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
延
長
で
私
個
人
と

し
て
も
盛
ん
に
地
層
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
ろ
は
大
津
市
地
域
で
は
宅
地

の
造
成
ラ
ッ
シ
ュ
と
農
地
の
圃
場
整
備
が

続
き
ま
し
た
。
こ
う
し
て
切
り
出
さ
れ
た

地
層
を
し
っ
か
り
と
記
録
す
る
こ
と
は
大

事
だ
と
考
え
ま
し
た
。
私
は
実
は
こ
の
分

野
で
は
素
人
で
し
た
が
、
工
事
現
場
か
ら

い
く
つ
か
新
発
見
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

ま
す
ま
す
興
味
を
深
め
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

週
の
月
～
土
は
部
活
動
で
頑
張
り
、
日
曜

日
は
自
分
が
工
事
現
場
を
調
査
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
日
曜
日
は
工
事
が
ス
ト
ッ

プ
す
る
か
ら
で
す
。
こ
う
し
て
県
内
の
湖

西
地
方
の
地
層
の
調
査
デ
ー
タ
は
私
が
一

番
多
く
集
め
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
ろ
私
に
つ
い
た
あ
だ
名
は
「
工
事

現
場
荒
ら
し
」
で
し
た
。
実
は
こ
う
し
て

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
は
整
理
さ
れ
ず
に
た
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
何
と
し
て
も
５
～
10

年
で
意
味
の
あ
る
形
に
ま
と
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
今
の
日
本
の
政
治
の
堕
落

は
許
し
が
た
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
権
力
が
内
閣
府
に
集
中
し
す
ぎ

て
独
裁
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。
嘘
が
平
気

で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
私

は
原
子
力
の
絶
対
神
話
が
ま
た
ぞ
ろ
復
活

し
そ
う
な
現
状
が
恐
ろ
し
い
で
す
。
元
理

科
の
教
師
と
し
て
原
子
力
発
電
反
対
の
声

を
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
運
動

に
も
で
き
る
だ
け
参
加
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
原
子
力
発
電
は
①
廃
棄

物
処
理
の
技
術
が
完
成
し
て
い
な
い
未
完

成
の
技
術
で
あ
る
こ
と
、
②
経
済
的
に
は

最
も
金
の
か
か
り
、
将
来
に
つ
け
を
回
し

続
け
る
詐
欺
師
的
技
術
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
絶
対
に
進
め
て
は
い
け
な
い
技
術
だ

と
思
い
ま
す
。

以
上
が
い
ま
最
も
考
え
て
い
る
こ
と
で

す
。

（
は
っ
と
り

の
ぼ
る
）
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滋

賀

の

教

育

動

向

2017年

５月
６月

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

・
・
・
67
歳
の
今
考
え
て
い
る
こ
と
！

服
部

昇

・これからどうするか～67歳の今考え

ていること／服部 昇 …P1

・身近な地域の歴史から日本の歴史へ
～『守山から日本の歴史を見る』の

刊行にあたって／奥村 信夫 …P2,3

・滋賀県内の戦争遺跡が語るもの４
／水谷 孝信 …P4,5

・今夏、小学校道徳教科書を採択する

各教育委員会会議の傍聴を！～採択
の透明化を求め、教育出版教科書の

採択に反対する／木村 幸雄 …P6,7

・滋賀の教育動向 5・6月 …P8
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